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関する学習活動
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これまでの経緯と活動

平成20-22年度文部科学省原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ
「HLW地層処分地選定に関する日本型合意形成モデルの構築」
「制度設計のためのモデル」と「教育プログラム」を組み合わせることによって
「合意形成」のための総合的なグランドデザインを検討してきた。

一歩踏み込んだ「巻き込み型」の放射性廃棄物処分学習を展開するためには、放射
性廃棄物に関する基礎的事項を学習した上で、学生自身に実際に施設を見学させ、
自主積極的に「放射性廃棄物処分問題」を考えることができる人材を増やしていく
必要がある。

昨年度の実施後にはNUMOや原子力規制庁へ就職を考える学生も出てきており、放射
性廃棄物処分問題への興味を引き出すこと ができた。

日本原燃
JAEA幌延深地層研究センター

見学を通して学習
（自主企画支援事業２年目）



取組み紹介①

廃棄物処分法の可能性について紹介

カタルタを使って意見交換

約8割が「宇宙処分」を提案

①カタルタを使ったコミュニケーション

大学講義科目内で放射性廃棄物について学習
学際科目（文理融合） エネルギーと環境、静岡県の防災・減災と原子力

エネルギー問題の一環として自らの問題として考えさせる。（社会合意形成の問題）

接続詞を使って自分の考えを論
理立てて説明するとともに、考え
をさらに掘り下げる訓練



②RADONetとの連携
地層処分の専門家からの講義
廃棄物ワークショップへの参加

専門的な視点から地層処分に
ついて学習

③iPadを使った処分地選定に向けた
社会合意形成の学習

生徒一人ひとりがiPadを用いて、様々
な情報を収集しながら自らの判断で
処分地を選定する。
グループごとの結果に基づくアーギュ
メンテーションに基づき、意見交換す
る。

2回目講義 最終講義

宇宙 → 地層 29人

海底 → 地層 2人

地層 → 地層 10人

宇宙 → 宇宙 9人

長期保管 → 長期保管 1人

無回答 5人

取組み紹介②
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オンラインでのオリエンテーション

地層処分についての現状を知る
目的意識（学習ポイント）を持った見学会
にする

現場見学、専門家との懇談
多角的な知識を有する専門家から放射性廃棄物
処分について学習
→オリエンテーションも含め、多くの質問が出た
卒業生との懇談

事後のフォローアップ
知識の再確認と自分の考え（意見）の醸成

取組み紹介③



まとめ

放射性廃棄物地層処分について、知識の獲得とコミュニケーション（アーギュ
メント）を組合せ、自分の問題として考えることができる系統なカリキュラムを
構築・実践してきた。RADONetと連携した講義による基礎知識の学習やワー
クショップによる他大学生との交流は学生に刺激的であった。

学生の自由な発想を大切にしつつ、論理立てて地層処分の有効性を説明す
ることで、安全性に最大限配慮した処分方法として地層処分が理解されるこ
とが示された。

また、実際に現場を見学することで地層処分事業の安全に対する取組みを理
解させることが可能であることや、現場で努力する人の熱意を理解することが
できたと思われる。

教育効果を高めるためには「継続は力なり」「百聞は一見にしかず」であり、学
生が興味を持ち、直接体験できるプログラムを継続していきたい。


